
Ⅰ部：講演会
１７：３０ 主催者挨拶 藤岡換太郎 支部長

１７：３５ 来賓挨拶 浅野同窓会長
１７：４０ 講演1 和田秀樹 名誉教授
１８：２０ 講演２ 奥野健二 名誉教授
１９：００ 閉会

♪♪♪♪♪♪・・・・写真撮影・・・・♪♪♪♪♪♪
Ⅱ部：懇親会

１９：０５ 来賓紹介・挨拶 (他学部同窓会な
ど)

１９：１５ 乾杯・会食・歓談
１９：４０ 余興・展示物紹介・参加者紹介
２０：５５ 閉会
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静岡大学理学同窓会 第1回東京支部
講演会・懇親会

静岡大学理学同窓会 第1回東京支部
講演会・懇親会

平成26年5月24日(土) 17:30 ～ 21:00
於：アルカディア市ヶ谷(私学会館)

理学部キャンパス大岩校舎 文理学部



S41化 文理 人文 工学 S43地 S43化 S43物 S43地 人文 文理
鈴木(孝)氏 河原崎氏 高橋氏 藤嶋氏 藤岡氏 奥村氏 浅野氏 和田氏 福島氏 堀 氏

S41数 S41生 H07化 S40物 S41化 S42物 文理 S42物 S41物 H14数 S41生
山本氏 長谷川氏 島田さん上原氏 中道氏 西田氏 榊原氏 西本氏 比田井氏 冨本さん 秋田さん

S42数 H15地 S45物 S42物 S41物 S42物 S54化 S47化 H01院地 S43化 S40物
山川さん 松浦さん 志田原氏 富岡氏 吉村氏 玉江氏 足立氏 野村氏 竹内氏 宮前氏 阿仁屋氏

S54地 H17物 S42物 H01地 S60地 S56地 S60地 S60地 S50地 S50地 S60地 S41数 H14数
飯島氏久米氏小笠原氏 原口氏 落合氏 佐伯氏太田氏 湯本氏 鈴木(清)氏下川氏 高橋氏 工藤氏 西島氏

全員集合 ； 45名がそろって・・・老いも若きも全員集合 ； 45名がそろって・・・老いも若きも



第1回理学同窓会東京支部の開催第1回理学同窓会東京支部の開催

長谷川幹事 開催の言 藤岡支部長 開催にあたって 浅野同窓会長 同窓会によせて

藤岡支部長 ；世界遺産になった富士山を毎日眺めながら過ごした学生生活の思い

出を語り合うのもいいでしょう。年代を経た今、また新たなコミュニティ
が生まれるのではないでしょうか。

浅野会長 ； 静岡大学も昭和24年6月に開校してから、
まもなく65年目。理学部も文理学部を改組
してから49年目を迎えます。



講演１； 私の同位体地球化学の44年
元素に付けられた目印を追う

講演１； 私の同位体地球化学の44年
元素に付けられた目印を追う

放射性炭素；14C年代測定法を開発、
14Cは生成と崩壊のバランスが保たれるため、安定した年代測定法のひとつ
となる。 14C年代測定法を用いて、富士山の噴火活動史や海洋深層水大循

環を解き明かすことができた。
14C年代測定法のカバー範囲は1～2万年であり、46億年の地球歴史からは

末端の世界である。人類の活動が生み出す物質が地球環境とどのように関
わってくるかはわかっていない。

和田教授



静岡大学と地学教室 書籍展示物・和田教授講演時紹介静岡大学と地学教室 書籍展示物・和田教授講演時紹介

○静岡大学の10年 1999‐2009

○静岡大学十年史

○ 東風吹かば ・・・

パイプの煙と
茶の香りと

追悼 池谷仙之 先生
（参加者5名がカンパ協力)

○ 地球科学 503号室の思い出

理学部史 編纂予定
請うご期待



講演２； 放射科学研究施設での１７年間講演２； 放射科学研究施設での１７年間

奥野教授

放射科学研究施設の｢科学｣は、発足後しばらくはケミカル；｢化学｣であっ
た。ビキニ海域での水爆実験による第五福竜丸乗組員被災を契機に設立。
現在は、放射線や放射線核種を利用した基礎的応用的研究と安全な取り

扱いのために必要とする科学全般にわたる教育を行っている。 また、浜岡
原発の安全審査など地方大学として地域への貢献も求められている。



トリチウムをやりなさい！ ～ ３０余年の研究紹介 奥野教授講演トリチウムをやりなさい！ ～ ３０余年の研究紹介 奥野教授講演

第五福竜丸の焼津入港時に放射能測定をした、塩川孝信先生
のひと言； 「トリチウムをやりなさい！｣ から、30余年の研究人生

がはじまった。

ウランの核分裂とは異なり、トリチウムは核融合に必要な夢と言
われた燃料。核融合炉内のトリチウム状態は、プラズマ、気体、流
体、固体において存在し、多岐にわたる。

炉内のトリチウム挙動把握のため、分析・測定の要素技術を確立。
将来の核融合炉の運転状況の監視および安全確保の課題について、
いくつかの日米共同プロジェクトに参加し、検討してきた。

焼津港停泊中の第五福竜丸

実験･試験施設は米国にあり、研究
協力ではあっても、簡単にトリチウムに
アクセスできるわけではなく、取り扱い
経験を積むことができたかは疑問。
施設がフランスに整備される国際熱

核融合炉(ITER)についても同様のこと

がいえそうで、関わり方に工夫が必要
と思われる。TITAN(磁場及び慣性核融合炉システム

トリチウム熱流動制御；FY2007~2012）計画

の使用装置

現在の放射科学研究施設



受付けでの風景受付けでの風景

( 代田さん[右端]番外でのお手伝い )

名札ﾌﾟﾚｰﾄをお忘れなく！



同 窓 生 書籍展示物同 窓 生 書籍展示物

藤岡換太郎 （ S42地学 ）

長谷川隆義 （ S41生物学 ） 稲川秀輝 （ S49地学 ）



仰 秀 寮 展示物仰 秀 寮 展示物

寮歌祭 寄稿文(文芸春秋)
中曽根元総理大臣

（旧制静岡高校 仰秀寮生)

歌集、寮誌など展示
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本会参加者のうち、
１０名が仰秀寮生。



講演会場 全員集合して・・・講演会場 全員集合して・・・



祝辞； 福島英夫氏 岳陵会静岡支部長祝辞； 福島英夫氏 岳陵会静岡支部長

理学同窓会東京支部のはじめての同窓会が
45名におよぶ多数の出席者を迎えて、

盛大に開催されたことを、お慶び申し上げます。



祝辞；藤嶋善彦氏 浜松工業会東京副支部長祝辞；藤嶋善彦氏 浜松工業会東京副支部長

本会を契機に理学部におかれましても、
同業・異業の同窓生の情報交換が活発に行われ、
静岡大学全体の価値向上となることを願っております。



理学部１期生 上原和也氏 尺八と乾杯理学部１期生 上原和也氏 尺八と乾杯

自宅の練習では、完璧にうまく
吹けたのになぁ～ ♪

とりあえず、 乾杯だにゃ！



はじめての東京での同窓会に贈る言葉

石川 元理学部長 ( 出席できないことを伝えるメールにて )

＜はじめて＞何か事を起すにあたって、研究や教育の世界のみならずどの世

界でも、同じような経緯を経ていくものです。理学部育ちは、長い目で眺める力
が殊の外、身についています。 ｢継続は力なり」。

歴史を作りだす｢生みの苦しみ｣・・・45名の同窓生を迎えての開会

の運びとなり、お喜ばしいことと存じます。

＜同窓会＞ は、同窓生が

努めて殻に閉じこもらないためにも、いまそしてこれ

から一層求められている人間力が育まれる場の一つ
だと考えています。・・略･･ 現役として時代を担ってお

られる同窓生が、年齢を重ねていくうえで、明日を活
きる糧となることを願ってやみません。

アズマイチゲ(白)とキクザキイチゲ(青)
筑波山頂付近



会食・懇談のひととき会食・懇談のひととき

皆さん、物理です！

S42入学組

はくちょう座
星形成のもよう
(JAXA/ISAS)



幹事、呆然!幹事、呆然!

天の川 オリオン座

JAXA/ISAS

入学は戦後まもなくでしたかなあ～
炭火で暖をとるなどまだまだ混乱していた時代でした。

入学は戦後まもなくでしたかなあ～
炭火で暖をとるなどまだまだ混乱していた時代でした。

科学・技術に国境はない。若い人は壮大なロマンを抱き、それ
ぞれの活動分野で自信をもって取り組み給へ！ ・・・

とにかく最後に？言 ・・・ オルボォワ～、アスタルエゴ、
アリヴェデルチ、チャイチィ～エン、アウフビィ～ダゼェ～ン！

・・・ また逢いましょう。



幸せが舞い込んだひとときですね・・・♡ ♡ ♡幸せが舞い込んだひとときですね・・・♡ ♡ ♡

牛久沼； 白鳥 雛孵る

S41入学組 (右)



本日 １２時５分 ； ALOS２打上げられ、順調に試験運用中！本日 １２時５分 ； ALOS２打上げられ、順調に試験運用中！
JAXA ALOS2

JAXA 全球森林マップ（ALOS )

JAXA 全球森林マップJAXA 全球森林マップ
JAXA 全球森林マップ
JAXA SAR 豊後水道上空からの富士山

(ALOS; 平成18年2月15日)

低い地球観測衛星は、太陽同期準回帰という軌道に投入しま
す。軌道面がほぼ赤道面に直交して、かつ太陽に同期して変化、
幾日かを経過して元の上空にもどってくる軌道です。
ALOS2は、１４日後の同一時刻に元の上空に戻ります。軌道面

が南北であり、下図のように地球全体の観測ができます。

太陽の地表面への入射角が同
じ光学画像が得られ、同一条件
での経時的な変化を追えます。
地球環境の監視に適しています。

合成開口レーダ(SAR)は、昼夜・

天候に関係なく森林下の地表面
を観測できます(右；富士山の図)。

ALOS2は、解像度もALOS 10m
前後から 1～3mに向上します。

多彩な分野での利・活用が期
待されます。



宴 も 進 ん で宴 も 進 ん で

恩師への挨拶もありました。恩師への挨拶もありました。

数学のお二人

放射化学

地球科学



宴 も、 さ ら に 進 ん で宴 も、 さ ら に 進 ん で

疲れた～？ 幹事

ティータイム

地球科学 名刺交換



一本締めで！ ヨォ～一本締めで！ ヨォ～

同窓会の活動は、大学を太陽とするなら、
月の影のようなものだ。

当夜は上弦の月で、同窓生の帰りの時刻には、
まだ月は上がっておらず、闇夜でした。

 
 

牛久沼、桜のむこうにおぼろ月

この後、三次会まで行ったそうです。
ごくろうさまでした。

撮影； 鈴木孝利 （S41化学）
作成； 山本富嘉 （S41数学）


